
学校における情報モラル教育の推進 
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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

近年の情報通信機器は著しく進歩し，多方面にわたって利用されているため，現代生活

に欠かせないツールとなっています。秋田県内の児童生徒の情報通信機器の所持率も年々

増加し，所持の低年齢化も進んでいることから，情報モラル教育の推進は喫緊の課題とな

っています。これまで秋田県総合教育センター（以下，当センター）では，情報モラル教

育の推進のための研究を行い，校内研修プログラム，年間指導計画案，学習指導案，教科

横断的な指導の在り方等について成果を上げています。

小・中学校の学習指導要領（平成29年３月）第１章 総則では，「情報活用能力（情報

モラルを含む。）の育成」が明記され，同じく第３章 特別の教科 道徳では，情報モラ

ルに関する指導の充実について示されています。また，秋田県学校教育の指針には，全教

育活動を通じて取り組む共通課題として，情報教育が挙げられ，重点事項の一つに情報モ

ラル教育の推進が示されています。情報化社会において情報モラルを身に付け，適切に活

用できることは，児童生徒に必要な「生きる力」と捉えることができ，当センターの基本

研究課題である「生きる力を豊かに育む特色ある学校の創造」と結び付くと考えます（図

１）。

図１ 研修の構想

これらを踏まえ，県内の小・中学校において情報モラル教育を推進するためには，児童

生徒，保護者の情報モラル教育に対するニーズと児童生徒を取り巻く状況を把握するとと

もに，道徳の時間を通して，県内の児童生徒の実態に即した「心を育てる」指導を行うこ

とが必要であると考えました。

２ 研究のねらい

当センターでは，「学校における情報モラル教育の推進」を研究主題とし，平成28年度

- 21 -

秋田県総合教育センター　平成29年度　研究紀要



から，「秋田県の児童生徒及び保護者の実態を踏まえた『心を育てる指導』」を副題に掲げ

研究に取り組みました。秋田県教育庁が実施した調査の結果や事業のデータを分析して，

秋田県の児童生徒及び保護者の実態と情報モラル教育上の課題を把握しました。そして，

その課題に対応するため，小・中学校における情報モラル教育の視点を踏まえた道徳の時

間の学習指導案を作成しました。この学習指導案を活用することで，県内小・中学校の情

報モラル教育の一層の充実に資することをねらいとしました。

３ 研究の内容

(1) １年次（平成28年度）の取組

①各種調査の分析

秋田県教育庁義務教育課が実施した「平成27年度 携帯電話，スマートフォン，イン

ターネット利用実態調査」（以下，平成27年度利用実態調査）の結果及び，秋田県教育

庁総務課が実施した学校ネットパトロール事業のデータを分析しました。

②秋田県の児童生徒及び保護者の実態と情報モラル教育上の課題の把握

①から，「児童生徒と保護者との認識のズレ」，「危機意識の低さ」，「トラブルの増加」

を秋田県の情報モラル教育上の課題として把握しました。これらを踏まえ，道徳の時間

において「心を育てる」指導が必要であると捉えました。

③道徳の時間の学習指導案の作成

把握した情報モラル教育上の各課題に対応した道徳の時間の学習指導案を，小学校高

学年を対象にしたものと，中学校を対象にしたもののそれぞれ２案作成しました。

(2) ２年次（平成29年度）の取組

①研究協力校での検証授業

当センター近隣の小・中学校に研究協力校として検証授業を依頼しました。当該校の

児童生徒の実態，さらに当該校の実情を考慮し，検証授業の指導内容や授業の補助資料

について学校と十分協議検討した上で，学習指導案の修正と授業の補助資料の作成を行

い，検証授業を実施しました。なお，秋田県教育庁義務教育課が実施した「平成28年度

携帯電話等，インターネット利用実態調査」（以下，平成28年度利用実態調査）を秋田

県の児童生徒及び保護者の最新事情として扱い，授業の補助資料を作成しました。

②研究のまとめ

検証授業後は，児童生徒の授業の様子，児童生徒の学習シートの振り返りの記述内容，

授業前後に実施したアンケートの結果から，児童生徒の情報モラル及び，道徳の時間に

ついて意識の変容を把握しました。また，検証授業を行った教諭を対象に授業について

の聞き取り調査を行いました。これらのことから授業を検証し，整理，分析，まとめを

行いました。

③成果の発信

２年間の研究の成果を秋田県教育研究発表会において発表し，当センターのウェブサ

イトに掲載しました。
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Ⅱ 秋田県の児童生徒及び保護者の実態と
情報モラル教育上の課題

１ 情報通信機器の所持状況

平成28年度利用実態調査における児童生徒への設問「あなたは自分専用の携帯電話，ス

マートフォン，通信機能付き端末を持っていますか」及び保護者への設問「お子さんは自

分専用の携帯電話，スマートフォン，通信機能付き端末を持っていますか」について，「持

っている」と回答した割合を見ると，小学校第５学年以上では情報通信機器の所持率が８

割を超えることが確認できます。

しかし，保護者の回答とは差があることが

分かります。特に小学生では，その差が顕著

です。児童が所持しているものに通信機能が

あると認識していない保護者が多いことが推

測できます（図２）。

平成25年度から平成27年度までの「携帯電

話，スマートフォン，インターネット利用実

態調査」及び平成28年度利用実態調査におけ 図２ 情報通信機器の所持の状況

る児童生徒への設問「スマートフォン，携帯

電話，通信機能付き端末のどれを持っていま

すか」についての回答を見ると，児童生徒の

スマートフォンの所持率が年々増加している

ことが分かります。特に，小学校第６学年か

ら中学校第１学年にかけての増加が大きくな

っています。また，所持の低年齢化が確実に

進行していることが分かります（図３）。

図３から平成25年度と平成28年度のスマー 図３ スマートフォンの所持の状況

トフォンの所持率を抜粋して比較すると，３

年間で小学校第６学年の所持率は2.3倍以上，

中学校第１学年では1.8倍以上になったこと

が分かります（図４）。

近年の所持率の状況から，スマートフォン

の所持率の増加と所持の低年齢化は今後も進

行すると予想されます。

図４ スマートフォンの所持率の３年後の推移
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２ スマートフォン使用のルールとフィルタリング機能の利用

平成28年度利用実態調査における児童生徒への設問「スマートフォンのルールについて

家の人と決めていますか」について「決めて守っている」と回答した割合と，保護者への

設問「スマートフォンの使い方についてお子さんとルールを決めていますか」について「決

めている」と回答した割合の双方を比較すると，８割以上の保護者がルールを決めている

と回答しているものの，ルールを決めて守っていると回答した児童生徒の割合は保護者の

回答率に比べ低く，小学校第６学年で68.2％，中学校第１学年で65.3％とスマートフォン

の所持率が増加していくにつれて減少傾向にあります（図５）。

また，児童生徒が使用するスマートフォンに必ずしもフィルタリング機能が設定されて

いるとは言えないという実態があります。平成28年度利用実態調査においてスマートフォ

ンのフィルタリング機能を利用していると回答した児童生徒の割合は，どの学年において

も７割未満にとどまっており，フィルタリング機能を利用していない児童生徒が少なくな

いことが確認されます（図６）。また，青少年が安全に安心してインターネットを利用で

きる環境の整備等に関する法律には，未成年者がスマートフォン等でインターネットを利

用する際は，フィルタリング機能などでインターネット利用を適切に管理することが，保

護者の責務として示されていますが，この結果から見ると，児童生徒のみならず保護者の

危機意識の低さも課題として挙げられます。

図５ スマートフォンのルールについて 図６ フィルタリング機能の利用状況

３ コミュニケーションアプリの利用

スマートフォンは現代生活の便利なツール

であり，様々な場面で利用されています。平

成27年度及び平成28年度利用実態調査におけ

る児童生徒への設問「ＬＩＮＥ等のコミュニ

ケーションアプリを利用していますか」につ

いて「利用している」と回答した割合を示し

たグラフから，コミュニケーションアプリの

利用は学年が上がるにつれて増加し，年度が

進むにつれて増加することが分かります（図 図７ コミュニケーションアプリの利用状況

７）。
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特に，小学校第６学年から中学校第１学年にかけての増加が著しく，中学校入学時にス

マートフォンを持ち始めると同時に，コミュニケーションアプリを使い始める生徒が多い

ことが推測できます。また，小学校第４学年では19.4％から23.1％，小学校第６学年では

34.2％から36.0％と利用している児童の割合が増加しているという実態から，コミュニケ

ーションアプリの使い始めの低年齢化も確実に進んでいると言えます。このことは，近年

のトラブルの増加と関係していると推察されます。

４ トラブルの実態

平成27年度及び平成28年度利用実態調査において，インターネットやメールのトラブル

や被害にあったと回答した児童生徒の割合は，小学校第４学年では，１％程度と低いので

すが，学年が上がるにつれて増加する傾向にあり，特に，小学校第６学年から中学校第１

学年にかけての増加が大きくなっていることが分かります（図８）。このことも，多くの

生徒がスマートフォンを持ち始める時期が中学校第１学年であることに関連していると考

えられます。

図８ インターネットやメールのトラブルや被害の状況 図９ 主なトラブルや被害の内容と件数

主なトラブルの被害内容としては，チェーンメール，迷惑メール，ＬＩＮＥ等でのトラ

ブルが挙げられます（図９）。

５ 情報モラル教育上の課題と研究の流れ

これまで述べてきたことから，本県の情報モラル教育上の課題を，「児童生徒と保護者

との認識のズレ」「危機意識の低さ」「トラブルの増加」と捉えました。また，情報通信機

器に関する児童生徒の利用実態は大人からは見えにくく，トラブルや被害への対応が難し

くなってきていることに加え，これからの情報通信機器の進歩は予測できない部分が多く

あります。情報化社会を児童生徒が健康で安全にたくましく生き抜いていくために行う情

報モラル教育は，本来は学校の教育活動全体で推進するものですが，本県の児童生徒の実

態から，特に「心を育てる」という視点からの指導が必要であると考え，道徳の時間での

実践的研究としました。
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Ⅲ 道徳の時間の学習指導案と授業展開例

１ 授業のねらい

本研究では，授業を通して，「特別の教科 道徳」の目標である「道徳的な判断力」「心

情」「実践意欲と態度」を育てます。そのためには，道徳の時間としてのねらいを確実に

達成することが必要です。それに加え，情報モラルを身に付けることを目指します。そこ

で，国立教育政策研究所が作成した，「情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」（図

10）の指導事項を参考とし，四つの道徳の時間の学習指導案を作成しました（表１）。

表１ 学習指導案の概要
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図10 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト
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２ 指導案例及び解説

(1) 指導案例①

＜人とよりよく関わるために＞ 相手に思いを伝えたはずなのに･･････
（出典 「私たちの道徳 ５・６年」文部科学省）

道 主題名・資料名

思いやりをもち，相手の立場や状況を考えて行動しようとする態度を育てる。
【親切，思いやり】

徳 本時のねらい

情報モラルとの関連（ 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」より）「
＜情報社会の倫理＞ａ３－１ 他人や社会への影響を考えて行動する。

指 導 の 展 開 例 準 備 物

１ 事前アンケート結果「電子メールについて」を見ながら，メールの機
能と長所を確認する。

＜事前アンケート結果＞
＜説明＞みなさんは，携帯電話やパソコンでメールを送ったり受け取っ
たりすることがありますか？これは，みなさんに事前に取ったアンケー ・あなたは電子メールを送
トの結果です。 ったり受け取ったりする

ことがありますか？

・電子メールのよいところ＜発問＞友達や他の人とのコミュニケーションで大切なことは何でしょ
を挙げてください。うか。

☆指導のポイント
あらかじめ児童に，電子メールの送受信の経験の有無や電子メールの長

５分 所についてアンケートをとっておき，その結果を提示することで，本時の
テーマについて，自分のこととして問題意識をもつことができるようにす
る。

２ 本文を読んで話し合う。

＜読み物教材の概要＞ぼくと親友の健太はサッカー仲間です。二人のや
り取りが乱暴だと周りに言われることもありますが，心が通じ合ってい
るから平気だと思っていました。ある日の試合で，健太のミスが原因で
チームが負けてしまいました。ぼくは，健太を元気づけようとメールを
送ったところ，受け取った健太は，次の日から，明らかにぼくを避ける
ようになってしまいました。

＜中心発問＞ぼくと健太，二人の心が擦れ違ってしまったのは，どうし
てでしょう。

＜発問＞ぼくの本当の思いが伝わるようにするには，このメール文をど
のように変えればよいでしょう。

30分 ☆指導のポイント
，健太を元気付けることができるようなメール文に修正する活動を通して

相手と顔を合わせての会話とメールとの違いを踏まえ，相手の立場や状況
に応じて，適切な言葉を選ぶことの大切さについて考えを深められるよう
にする。

３ 友達や他の人とコミュニケーションを図る際に，
大切にしたいことを考える。

☆指導のポイント
秋田県の小・中学生の電子メール等のトラブル，被

害状況について紹介することによって，本時で取り上
げる道徳的価値について自分自身のこととして考え，
この後の目標や課題を考えることができるようにする。

＜「本時のねらい」から＞相手の置かれている状況
や気持ちを考え，思いやりをもって行動することが
大切だと思います。

10分

＜「情報モラルとの関連」から＞携帯電話やパソコンなどは，コミュニケーションツールとして便利な機
器ですが，電子メールをやり取りする相手の置かれている状況や立場，気持ちをを考え，適切に使うこと
が大切です。

導

入

展

開

終

末
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指導案例①は，秋田県の情報モラル教育上の課題の一つである，「トラブルの増加」に対

応したものです。

トラブルの原因の一つとして，言葉による行き違いがあると考えられます。人と関わり

合いながら生きていく上で，相手の立場に立って考え，相手を思いやることが大切である

ことから，内容項目を「親切，思いやり」として指導案を作成しました。

資料は，『私たちの道徳 ５・６年』の中の「相手に思いを伝えたはずなのに……」を

取り上げました。相手を元気付けようと送ったメールによって，逆に友達関係がぎくしゃ

くしてしまうという内容です。

事前に取ったアンケート結果を見ながら，電子メールの機能と長所

を確認し，本時のテーマである，友達や他の人とのコミュニケーショ

ンで大切なことについて自分の考えをもちます。

ここでの指導のポイントは，電子メール使用の経験の有無や，その

長所についての考え等，児童の実態を提示することです。これにより，

本時のテーマについて，児童に自分のこととして問題意識をもたせる

ことが可能です。

資料を読み，「二人の心がすれ違ってしまったのはどうしてか」を，

二人の置かれている状況やその心情を考えながら，話し合います。そ

して，ぼくの本当の思いが伝わるようにメール文を修正し，グループ，

全体の順で意見交流をします。

ここでの指導のポイントは，メール文を修正する活動を通して，相

手の立場や状況を考え，適切な言葉を選ぶことの大切さについて考え

を深めるようにすることです。

本時のテーマである，友達や他の人とのコミュニケーションで大切

なことについて考えます。

ここでのポイントは，「携帯電話等，インターネット利用実態調査

集計結果」（秋田県教育庁義務教育課）のデータからインターネット

やメールのトラブル，被害のデータを提示し，自分にも起こり得るこ

とと実感を促すことです。これによって，これから気を付けていきた

いことなどを自分のこととして考えることができるようにします。

導

入

展

開

終

末
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(2) 指導案例②

＜友情の大切さ＞ 幸せコアラ
（出典 「小学校道徳読み物資料集」文部科学省）

道 主題名・資料名

徳 本時のねらい 友達と互いに信頼し合い，友情を深め，仲良くしようとする心情を深める 【友情，信頼】。

情報モラルとの関連（ 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」より）「
＜法の理解と遵守＞ｃ３－１ 何がルール・マナーに反する行為かを知り，絶対に行わない。

指 導 の 展 開 例 準 備 物

１ 資料「インターネットやメールのトラブル，被害にあっ
た割合とその内容」を見る。

導
＜説明＞みなさんは，インターネットやメールをしたこと
がありますか？このグラフと表は，去年，秋田県の小･中学
生にアンケート調査した結果です。

入
， 。＜発問＞なぜ チェーンメールがなくならないのでしょう

５分 ☆指導のポイント
ネットトラブルについて理解することができるように，チ

。ェーンメールや掲示板への書き込み等について補足説明する
秋田県の児童生徒のデータを紹介することで，問題意識を

もって本時の学習に臨むことができるようにする。

２ 本文を読んで話し合う。

＜読み物教材の概要＞友達の瑞葉から送られたチェーンメ展
ールに戸惑う夏希は，祖母の交通事故をきっかけに，それ
を親友の恵里に送ってしまいます。
恵里から渡されたメモには 「わたしは幸せではないよ。，
悲しかったよ 」と書かれていました。。

開

＜発問＞メールを送ったことによって，夏希にとってよかったと思える
こと，よくなかったと思えることは何でしょう。

。＜中心発問＞友情を大切にするとはどういうことなのかを考えましょう

＜発問＞この後，夏希はどうすればいいでしょうか。33分
（自分だったらどうしますか？）

☆指導のポイント
夏希が取った行動は得るものより失うものが大きいことに話合いを通し

て気付くことができるようにする。また，この後夏希はどうすべきかにつ
いても話し合い，信頼を取り戻すことの困難さにも目を向けることができ
るようにする。

３ 友達との付き合い方について，自分がこれから大切にしていきたいこ
とをまとめる（私たちの道徳 ５・６年P.74 。終 ）

☆指導のポイント

これまでの生活を振り返り，確かな考えをもつことができるように書く活動を取り入れる。末

＜「本時のねらい」から＞自分の行動が相手にどのように受け取られるのかを考えることが大切だと思い
７分 ます。

＜「情報モラルとの関連」から＞携帯電話やパソコンなどは，コミュニケーションの道具にもなっていま
す。大事なことは，それらを上手に使っていくことです。
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指導案例②も，秋田県の情報モラル教育上の課題の一つである，「トラブルの増加」に

対応したものです。

秋田県ではメールに関するトラブル，特にチェーンメールのトラブルが多いという実態

があります。そこで，メール交換等による交友関係の在り方について考えることが大切で

あると考え，内容項目を「友情，信頼」として指導案を作成しました。

資料は，『小学校道徳読み物資料集』から「幸せコアラ」を取り上げました。自分に送

られたチェーンメールに戸惑いながらも，親友に送ってしまった主人公が描かれており，

メールの怖さの一端を理解させながら友人関係について考えることができる資料です。

「携帯電話等，インターネット利用実態調査集計結果」（秋田県教

育庁義務教育課）のデータから「インターネットやメールのトラブル

や被害にあったことのある児童生徒の割合」を示したグラフを取り上

げます。本県のデータを活用することにより「なぜ，このようなトラ

ブルや被害がなくならないのか」について，身近な問題として考える

ことができるようにします。

ここでは，ネットトラブルについて理解することができるように，

チェーンメールや掲示板の書き込み等について補足説明をします。特

に，チェーンメールについては，たとえ善意によるものであっても，

チェーンメールという手段自体が，ネットワークに負荷を与えるなど

不適切なものであることについてふれる必要があります。

資料を読み，親友にチェーンメールを送ったことによって，よかっ

たと思えること，よくなかったと思えることについて話し合います。

主人公の取った行動は，失ったものが大きいことに気付くよう，板書

構成を工夫します。

ここでの指導のポイントは，主人公が取るべきであった行動から友

情を深めるための望ましい姿を考えられるようにすることです。

友達との付き合い方について，自分がこれから大切にしていきたい

ことを「私たちの道徳」（P.74）にまとめます。書く活動を取り入れ

ることで，これまでの生活を振り返り，確かな考えをもつことができ

るようにします。

導

入

展

開

終

末
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(3) 指導案例③

＜節度ある生活＞ 母から子へ「スマホ18の約束」
（出典 https://matome.naver.jp/odai/2135781071852189901）

道 主題名・資料名

節度を守り，安全で調和のある生活を送ろうとする心情を深める 【節度，節制】。徳 本時のねらい

情報モラルとの関連（ 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」より）「
＜情報社会の倫理＞ｆ４－１ 健康面に配慮した，情報メディアとの関わり方を意識し，行動できる。

指 導 の 展 開 例 準 備 物

１ 情報機器の使用状況について県内の小・中学生へのアン ＜アンケート結果＞
ケートを見る。

＜説明＞この表は，去年，秋田県の小･中学生にアンケート
調査した結果です （利用時間，利用ルールの有無，トラブ。
ルや被害の内容）

＜発問＞これらの資料を見てどんなことを感じましたか。

☆指導のポイント
秋田県の児童生徒のデータを紹介することで，問題意識を

もって本時の学習に臨むことができるようにする。

テーマ 情報機器を利用するときに，健康のためにどんな
ことに気を付ければよいだろうか。

２ 本文を読んで話し合う。

＜教材の概要＞「スマホ18の約束」とは，アメリカのある母親が，13歳
の息子にスマートフォンを与えた際に 一緒に渡した契約書のことです 「スマホ18の約束」， 。
この契約書は母親が自分で作ったものであり，息子がスマートフォンを （一部抜粋）
使用するときに，気を付けるべき内容が書かれています。

２．パスワードは必ず私に報
告すること。

＜中心発問＞これは「スマホ18の約束」の一部です。母親は，どんな気
14．ときどき家に携帯を置い持ちからこのような約束を考えたのでしょう。
て出かけてください。
そしてその選択に自信を

３ これから情報機器を利用して生活していく上で，心身の健康のために もってください。
自分に必要なルールを考える。 携帯は生きものじゃない

し，あなたの一部でもあり
ません。＜発問＞今の自分にとって必要なルールを考えてみましょう。
携帯なしで生活すること

☆指導のポイント を覚えてください。
自分が使用している情報機器に合わせて考えさせる。考える観点として

利用時間，利用場所，マナー，コミュニケーション，トラブル防止等を示
す。

４ 情報機器を利用するときに，心身の健康のために気を付けていきたいことについて考えた後に，次のデー
タ等を示して，道徳的価値の理解や自覚を深める。
（１）インターネット依存症の実態について （２）依存症に関係する事前調査の結果

☆指導のポイント
健康のために節度をもって使用することは分かっているものの，できない人間の弱さを理解したり，弱さを

克服するための方法を考えたりすることができるようにする。

＜「本時のねらい」から＞ 自分自身の生活を豊かにするためには，きまりを守って生活したり，節度ある
生活を心掛けたりすることが大切だと思います。

＜「情報モラルとの関連」から＞情報通信機能を持ったＩＣＴ機器は，上手に使うと楽しく，便利な道具
です。自分の心身の健康を損なわない使い方を心掛けましょう。
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指導案例③は，秋田県の情報モラル教育上の課題の一つである，「危機意識の低さ」に

対応したものです。

情報通信機器を利用する際に，トラブルを回避したり，心身に悪影響を与えないように

するためには，きまりのある生活を通して，節度をもって，節制を心掛けることが大切で

あることから，内容項目を「節度，節制」として指導案を作成しました。

資料は，以前メディアでも話題となった「スマホ18の約束」を取り上げました。この資

料には危機を回避するためのきまりが具体的に書かれており，生徒が情報通信機器利用の

ルールについて考える際に参考になる素材であると考えました。

全国の中高生のネット依存についてふれます。その後，「携帯電話

等，インターネット利用実態調査集計結果」（秋田県教育庁義務教育

課）のデータから利用時間，利用ルールの有無，トラブルや被害の内

訳データを提示し，感想を交流します。

ここでの指導のポイントは，自分たちと同じ年代の人たちの中にも，

ネット依存が広がっていることや，本県の児童生徒の利用実態やトラ

ブルの現状を知ることで，人ごとではなく，自分にも起こりうること

であるという気持ちを喚起させることです。

また，生徒の感想から，「情報通信機器を利用するときに，健康のた

めにどんなことに気を付けていけばよいだろうか」というテーマを設

定します。

資料を読み，「母親がどんな気持ちから18の約束を考えたのか」につ

いてグループで意見交換をします。

グループで出された意見の中から，心身の健康のために必要なこと

を考えた上で，自分に必要なルールを決めます。

ここでの指導のポイントの一つ目は，スマートフォンに限らずに，

自分が使用している情報通信機器に合わせて，気を付けたいことを考

えさせることです。二つ目は，気を付けたいことが漠然としたものに

ならないように，利用時間，利用場所，マナー，コミュニケーション，

トラブル防止等の観点から考えるように指導することです。

テーマに戻り，情報通信機器を利用するときに健康のために気を付

けることをまとめます。節度を守り，調和のある生活の実現に努める

ことが，自分自身の将来を豊かにするために大切であるということに

気付くことができるようにします。
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(4) 指導案例④

＜認め合い学び合う心を＞ 言葉の向こうに
道 主題名・資料名

（出典 「私たちの道徳 中学校」文部科学省）

それぞれの立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解して，情報社会
徳 本時のねらい

においてよりよい発信をする上での判断力を育てる 【相互理解，寛容】。

情報モラルとの関連（ 情報モラル指導カリキュラムチェックリスト」より）「
＜情報社会の倫理＞ａ４－１情報社会における自分の責任や義務について考え，行動する。

指 導 の 展 開 例

○資料を前渡しする。

＜読み物教材の概要＞主人公の加奈子は，インターネットでヨーロッパのサッカーチームのＡ選手のファ
ン仲間との交流を楽しんでいます。ある試合をきっかけに，心ない書き込みが続いたことに怒った加奈子
は，自分もひどい言葉で応酬し注意されてしまいます。インターネット上でも言葉のやり取りの難しさに
直面した加奈子でしたが 「言葉の向こうにいる人々の顔を思い浮かべてみて 」という言葉から，言葉， 。
の受け手の存在を忘れてしまっていた自分に気付きます。

☆指導のポイント
， ， 。保護者及び生徒双方から みんなで考えたいこと 話し合ってほしいことなどの意見をあらかじめ集約する

１ みんなで話し合いたいことを確認し，学習課題を設定する。

例 ネットのコミュニケ－ションはなぜ難しいのだろうか。
「一番大切なこと」とは何だろうか。
「言葉の向こうにいる人の顔を思い浮かべる」とはどういうことか。
「すごいことを発見した」とは何を発見したのだろうか。

☆指導のポイント
10分 事前に集約した生徒や保護者の意見から，ねらいとする道徳的価値に迫れるように学習課題を三つ程度準備

しておく。

２ 課題を選び，選んだ課題について個人で追求する。

＜発問＞自分で決めた学習課題について考えをまとめてみよう。

☆指導のポイント
資料を基にしたり，自分の経験と重ね合わせたりしながら学習課題について自分の考えをもたせる。

３ 追求した考えを全体に発表する。
☆指導のポイント

33分 短冊等に書いた個人の考えを黒板に貼り出すことで，他の考えを共有できるようにする。

４ 「相手のことを考える」とはどういうことか考える。

＜中心発問＞「相手のことを考える」とはどういうことかを考えてみよう。

☆指導のポイント
ネット社会におけるコミュニケーションの取り方や，相手のことを考えた言動について自分の生活を振り返

り，考えることができるようにする。

５ 本時のまとめをする。
☆指導のポイント

， ，秋田県のネットトラブルに関するデータを提示し 相手のことを考えることについて理解を深めるとともに
情報社会で気を付けるべきことを捉えられるようにする。また，トラブルに関する保護者の考えにもふれ，家
族などとの会話の大切さや約束を守ることの大切さなどにも気付くようにする。

７分

＜「本時のねらい」から＞それぞれの立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解し
て，相手のことを考えて行動することが大切だと思います。

○授業の時の生徒の様子（反応や意見など）を，学年部報や学級通信等で各家庭に知らせる。

＜「情報モラルとの関連」から＞情報社会においてよりよい発信をする上での自分の責任や義務について
理解していることが大切です。

事

前
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指導案例④は，秋田県の情報モラル教育上の課題の一つである，「児童生徒と保護者の

認識のズレ」に対応したものです。

生徒と保護者が一つのテーマについて共に考えることができるように配慮し，授業展開

を工夫した指導案を作成しました。

また，人とコミュニケーションを図るときに，それぞれの立場を尊重し，いろいろなも

のの見方や考え方があることを理解して相手のことを考えた行動をすることが大切である

と考え，内容項目を「相互理解，寛容」とし，資料は，『私たちの道徳 中学校』の中の

「言葉の向こうに」を取り上げました。

資料を事前に生徒及び保護者に配付します。生徒にはクラスのみん

なで考えたり，話し合ったりしてみたいことを事前調査，集約し，学

習課題決めに生かします。

また，保護者には子どもたちに考えてほしいことや気付いてほしい

こと，親としての希望などを子どもへのメッセージとして書いてもら

います。それを終末で活用するという流れにしています。

事前に集約した「話し合いたいこと」の中から，本時でねらいとす

る道徳的価値に迫るための学習課題を三つ程度設定します。

始めに生徒が各自で選んだ課題について，個人で追求する活動を行

います。その後，グループで意見交流を行います。

意見を全体で共有した上で，「『相手のことを考える』とはどういう

ことかを考えてみよう」と発問し考えさせます。

ここでの指導のポイントは，ネット社会におけるコミュニケーショ

ンの取り方や，相手のことを考えた言動について自分の生活を振り返

り，考えるようにすることです。

家庭からのメッセージを生徒に伝え，保護者の思いにふれることで，

情報社会で気を付けるべきことに気付くようにするとともに，相手の

立場を考えること，相手の気持ちを思いやること，相手を傷付けるよ

うなことはしないこと等に気付くことができるようにします。

情報社会で気を付けるべきことについて，生徒と保護者の共通理解

を図るため，授業の様子などを学級通信等で各家庭に知らせます。

導

入

展

開

終

末

事

後

事

前
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Ⅳ 道徳の時間における授業実践

１ 指導案例①

検証授業を小学校第５学年３学級，第６

学年１学級で実施しました。スマートフォ

ンを所持していない児童が多いため，メー

ル文を読んだときの実感が湧くように，ス

マートフォンのメール画面を印刷した教材

を配布したところ，メールを読んで困惑し

たり，不愉快な様子になったりするなど，

メールを受け取った登場人物と同じように

感じた児童が多くいました（図11）。

展開では，資料を読み，二人の心が擦れ

違ってしまったのはどうしてかを考え，話

し合う活動を設定しました。メール文を修
図11 検証授業の様子１（指導案例①）

正する学習活動では，「勝てるようにがんば

ろう」，「いっしょにがんばろう」，「だれに

でも失敗はあるよ」といった受け取った側

が励まされるものや，「だいじょうぶ」，「お

しかったね」といった受け取った側が嫌な

気持ちにならないように配慮した意見が発

表されました（図12）。

終末では，コミュニケーションを図る際

に大切にしたいことを考える場を設定し，

本県のインターネットやメールのトラブル 図12 検証授業の様子２（指導案例①）

や被害のグラフを「授業の補助資料」（図13）

として用いました。トラブルは受け取った

相手の気持ちに考えが及ばないことに起因

していると捉え，「思いやり」の気持ちを育

てることによってトラブルの多くは防ぐこ

とができることから，相手の立場や状況を

考えた言動，コミュニケーションの大切さ

について考えを深めさせました。
図13 補助資料１（指導案例①）
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２ 指導案例②

検証授業を小学校第６学年２学級で実施

しました。補助資料（図９，図14）から，

県内でのインターネットやメールのトラブ

ルや被害が小学校第６学年から中学校第１

学年にかけて増加することを知り（図15），

メールのやり取りや友情を大切にすること

について話し合い，意見を発表する活動を

設定しました（図16）。 図14 補助資料２（指導案例②）

図15 検証授業の様子１（指導案例②） 図16 検証授業の様子２（指導案例②）

３ 指導案例③

検証授業を中学校第１学年２学級で実施しました。生徒は「スマホ18の約束」を作った

母親の気持ちである「携帯に頼らないため」，「被害にあわないため」など，また自分に必

要なルール「時間を決めること」，「生活のリズムを整えること」などについてまとめまし

た（図17）。そして，母親の気持ちや自分に必要なルールについて話し合い，意見交流を

しました（図18）。

図17 検証授業の様子１（指導案例③） 図18 検証授業の様子２（指導案例③）
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４ 指導案例④

検証授業を中学校第１学年２学級で実施

しました。考えたいテーマについて生徒か

らの意見を集約し，「書き込みの責任」「見

た人の気持ち」「主人公の発見」に関する三

つのテーマを提示しました。そして生徒一

人一人がその中からテーマを選んで考え，

まとめたものを短冊に書いて黒板に貼り，

全員で意見を共有しました（図19）。

その後，授業の補助資料として，同一集 図19 検証授業の様子（指導案例④）

団を学年進行で追跡したスマートフォンの

所持率を示すグラフ（図20），同じく同一集団の学年進行における，トラブルや被害にあ

った割合を示すグラフ（図21）を提示したところ，スマートフォンの所持率とトラブルや

被害の割合が増加していることに，生徒は興味深く注目していました。

図20 補助資料３（指導案例④） 図21 補助資料４（指導案例④）

また，授業前に保護者から寄せられたメッセージの一部を授業者が紹介しました。「ル

ールづくりは，トラブルの未然防止のためだということを理解してほしい。」，「相手の表

情を見ながら言葉で伝えるときは相手を気遣いますが，ネットではいいことも悪いことも

簡単に打ち込んでしまうのが怖い。」，「正しいことだからといっても，何でも思ったこと

を言って相手を傷つけてはなりません。相手を思いやり，人を大切にすれば，自分も大切

にしてもらえることができると思います｡」という保護者からのメッセージには，生徒全

員が真剣に耳を傾けていました。
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Ⅴ 研究のまとめ

１ 児童生徒の学習シートの振り返りと授業者の聞き取り調査より

(1) 指導案例①及び指導案例②

指導案例①の児童の学習シートからは，「メールを送るときには相手がどう思うか考え

て送りたい。」，「メールでは，口調や目で伝えられないことがたくさんあるので気を付け

たい。」，「普段の会話でも言葉遣いを気を付けたい。」といった振り返りが見られ，指導案

例①の授業者からは，「多くの児童がスマートフォンを所持する前に道徳の時間で取り扱

うことができ，タイムリーだった。」といった声が聞かれました。また，別の授業者から

は，「情報モラルを指導する必要性は感じていたが，こうした指導案があることで指導し

やすかった。」といった声もありました。

指導案例②の児童の学習シートには，受け取ったチェーンメールを送ってよくなかった

と思えることとして，「友達につらい思いをさせてしまったこと」，「メールを勝手に信じ

てしまったこと」，「仲のよい友達との友情が壊れてしまったこと」といった振り返りが見

られ，指導案例②の授業者からは，「スマートフォンを介してのトラブルという題材は，

子どもたちにとって身近で想起しやすかった。」といった声がありました。

指導案例①，指導案例②の検証授業から，児童は，相手を思いやるメール文を送ること

や，チェーンメールへの適切な対応をすることを身に付けたと考えます。これらのことか

ら，「トラブルの増加」に対応した授業によって，適切な言葉を選ぶことや，相手を思い

やることの大切さに気付き，今後スマートフォンなどを利用する際のトラブル防止につい

て，児童の意識が高まったことを授業の成果と考えます。

(2) 指導案例③

指導案例③の生徒の学習シートには，「スマホは持っていないけど，ゲーム機で生活の

リズムが崩れることがあった。しっかりルールを決めて使いたい。」，「自分もスマホの利

用により睡眠時間が減ってきているので，使っていい時間をしっかり決めて，生活のリズ

ムを整えていきたい。」，「目のために，寝る30分前は使わないようにしたい。」といった振

り返りが見られ，指導案例③の授業者からは，「健康のためを意識して，自分に必要なル

ールを考えたり，振り返りをしたりすることができていた。」という声がありました。

これらのことから，「危機意識の低さ」に対応した授業によって，健康のために，スマ

ートフォンなどの使用時間，睡眠時間，目の負担について，生徒の意識が高まったことを

授業の成果と考えます。

(3) 指導案例④

指導案例④の生徒の学習シートには，「相手の気持ちを考えることが大切だと分かりま

した。所持率が上がるにつれてトラブルも増えているので気を付けたいと思います。」，「ネ
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ットの世界の相手のことはよく分からないので，自分の心をコントロールすれば，相手を

傷つけないことができると思います。」，「家の人の意見を聞いて心配しているんだなと思

った。」といった振り返りが見られ，指導案例④の授業者からは，「自分の意思で選んだテ

ーマについて考えたため，普段自分の意見を提示できない生徒もまとめやすかった。」と

いった声がありました。

これらのことから，「児童生徒と保護者との認識のズレ」に対応した授業から，保護者

の考えにふれ，インターネットを利用する際の，生徒の責任意識が高まったことを授業の

成果と考えます。

なお，授業後の学級通信では，保護者に

授業への協力の謝辞と合わせて生徒の学習

シートの記載内容が紹介され，事後の指導

も行われました（図22）。

これらのように，この授業では，事前か

ら事後まで保護者と連携して，情報モラル

教育上の課題である「児童生徒と保護者と

の認識のズレ」に対応しました。

図22 学級通信（一部抜粋）

２ アンケートの結果より

検証授業前後に，同じ内容のアンケートを実施して児童生徒の「道徳の時間」と「情報

モラル」について意識の変容を確認しました。質問に対しての回答を比較したところ，「道

徳の時間」については，小学校第５学年は6.7％，小学校第６学年は12.1％，中学校第１

学年は30.5％，「情報モラル」については小学校第５学年は16.6％，小学校第６学年は5.1

％，中学校第１学年は7.0％と，授業をした全ての学年で，授業後の意識が向上していま

す（図23）。

図23 アンケートの結果

このことから，道徳の時間の学習により児童生徒の情報モラルが向上し，道徳の時間に

おける情報モラル教育の有効性が確認できたと考えます。
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３ おわりに

スマートフォンの所持は年々低年齢化していることもあり，小学校段階，特に，スマー

トフォンを所持する前から本県の諸課題に対応した情報モラル教育を進めることが必要と

考えます。また，情報モラルの指導事項と道徳の内容項目の両方を関連付けた指導は，意

図的，計画的であることが有効と考え，本研究のまとめとして，「情報モラルを身に付け

ることの意味や大切さについて，自分のこととして考えを深める道徳の時間を切り口とし

た『心を育てる』指導は意義がある」と結論付けます。

なお，これらの学習指導案は，当センターウェブサイトに掲載していますので，各学校

で活用されることで，更なる情報モラル教育推進の一助になることを期待します。
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センター研究

学校における情報モラル教育の推進
- 秋田県の児童生徒及び保護者の

実態を踏まえた「心を育てる」指導 -
（２年次）
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